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【手続補正書】
【提出日】平成22年10月1日(2010.10.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　顔料を含有する水不溶性ポリマー粒子を含有する水系インクであって、該ポリマー粒子
の平均粒径が２０～６７ｎｍであり、遊離ポリマーの含有量が０．４０重量％以下であり
、顔料の含有量が２重量％以上であり、（顔料に吸着したポリマー／顔料）の重量比が０
．１～０．７５である、インクジェット記録用水系インク。
【請求項２】
　顔料の含有量が２～４．８重量％である、請求項１に記載のインクジェット記録用水系
インク。
【請求項３】
　顔料、吸着ポリマー及び遊離ポリマーの合計含有量が２．５～７重量％である、請求項
１又は２に記載のインクジェット記録用水系インク。
【請求項４】
　水不溶性ポリマーが、塩生成基含有モノマー（ａ）由来の構成単位と、マクロマー（ｂ
）由来の構成単位及び疎水性モノマー（ｃ）由来の構成単位とを含むグラフトポリマーで
ある、請求項１～３のいずれかに記載のインクジェット記録用水系インク。
【請求項５】
　下記工程（１）～（４）を有する、請求項１～４のいずれかに記載の水系インクの製造
方法。
　工程（１）：水不溶性ポリマー、有機溶媒、顔料、及び水を含有する混合物を、分散処
理する工程
　工程（２）：前記有機溶媒を除去し、顔料を含有する水不溶性ポリマー粒子の水分散体
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を得る工程
　工程（３）：工程（２）で得られた水分散体を遠心分離して、沈殿物を得る工程
　工程（４）：工程（３）で得られた沈殿物を水系媒体に再分散する工程
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は次の〔１〕及び〔２〕を提供する。
〔１〕顔料を含有する水不溶性ポリマー粒子を含有する水系インクであって、該ポリマー
粒子の平均粒径が２０～６７ｎｍであり、遊離ポリマーの含有量が０．４０重量％以下で
あり、顔料の含有量が２重量％以上であり、（顔料に吸着したポリマー／顔料）の重量比
が０．１～０．７５である、インクジェット記録用水系インク。
〔２〕下記工程（１）～（４）を有する、前記〔１〕の水系インクの製造方法。
　工程（１）：水不溶性ポリマー、有機溶媒、顔料、及び水を含有する混合物を、分散処
理する工程
　工程（２）：前記有機溶媒を除去し、顔料を含有する水不溶性ポリマー粒子の水分散体
を得る工程
　工程（３）：工程（２）で得られた水分散体を遠心分離して、沈殿物を得る工程
　工程（４）：工程（３）で得られた沈殿物を水系媒体に再分散する工程
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